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清少納言と紫式部では漢字・漢語の使い方が異なる。例えば、小さい虫の蚊は、膨大な『源氏物語』には見えないが、 『枕
草子』において蚊は二箇所ある。一つは、 「にくきもの」の章
段の「蚊の細声」である。もう一つは、 「大蔵卿ばかり耳とき
人はなし」の章段の「蚊の睫」である。清少納言の面白さが見える。蚊の細声は憎らしいが、大蔵卿の耳は素晴らしい。なぜなら、極めて細い蚊 睫が落ちることが聞こえるからである。これは清少納言の独特な発想と言えよう。本稿では、漢文受容の視点から、清少納言の蚊に対す 「細い」の表現は、実に白居易と元稹の詩的な形象と一致していることを明らかにした。
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一
 
はじめに
 
 
『枕草子』における白居易と元稹の詩の
享受については、すでに多くの業績が蓄積されている。しかし、まだいく
つかの章段において元白詩の受容を指摘することが可能であろう。例えば、 「蚊」については、 『竹取物語』 、 『土佐日記』 、 『落窪物語』 、 『源氏物語』 、 『紫式部日記』などの仮名文学では登場しないが、 『枕草子』には、 「蚊」に関わる表現が二箇所見られる。
 
一つ目は、 「にくきもの」の章段の「蚊の細声」 、もう一つは、 「大蔵卿ばかり耳とき人はなし」の章段の「蚊の睫」
である。これらの「蚊」に対する「細い」の表現は、清少納言の独特な発想と言えよう。
 
一方、白居易と元稹の詩では、特に「蚊」に関する「微細
」や「蚊睫」が、清少納言の描写と重なるようである。
また、 『江淡抄』第五「詩の事」に見える当代の白居易と元稹の詩集に関連する記事から見ると、一条天皇の宮廷では元白の詩がよく読まれたようである。このことからも清少納言が白居易、元稹の「蚊」に関する詩作 無関係であったとは言えないだろう。そ で、本稿では「蚊の細声」と「蚊 睫」に着目して、 『枕草子』におけ 「蚊」に関する表現が、 作に由来した
のではないかと考えたい。
 
 
二
 「蚊の細声」と「蚊の睫」及び問題の所在
 
 まず、 『枕草子』 「にくきもの」の章段における「蚊 細声」
に関する段落を取り上げる。 （以下引用文は「新編日本
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古典文学全集」による。
 
ねぶたしと思ひて臥
ふ
したるに、蚊
か
の細
ほそ
声ごゑ
にわびしげに名のりて、顔のほどに飛びありく。羽風
は
か
ぜさへその身のほど
にあるこそい にくけれ。
 
（六七頁）
 
 
右傍線部の「蚊の細声」は、四系統『枕草子』本文いずれにも見える。念のため、該当する部分を比べてみよう。
 （
1）
 
三巻
 
本：蚊
か
の細
ほそ
声ごゑ
（ 『新編日本古典文学全集』六七頁）
 
能因
 
本：蚊
か
の細
ほそ
声ごゑ
（ 『日本古典文学全集』一〇一頁）
 
 
前田家本：蚊
か
のほそごゑ（ 『前田家本枕冊子新註』一一一頁）
 
堺
 
 
本：かのほそごゑ（ 『堺本枕草子評釈』九八頁）
 
 
それぞれ漢字と仮名の表記は異なるが、 「蚊の細声」であることは共通している。この「蚊の細声」に典拠があ こ
とは、すでに江戸時代から指摘されていた。例えば、加藤盤斎（一六二一～一六七四） 『清少納言枕草紙抄』 （日本図書センター）には、
 
荘子云、蚊虫噆膚。間通宵不寐云々、山谷詩云、半夜蚊雷起。西風為解紛。
 
（一二七頁）
 
と、出典は『荘子』であると示しているが、厳密には、 「蚊」の声についての記述はなく、また宋代の黄庭堅（一〇四五～一一〇五）の別集「山谷詩」 清少納言没後の成立である
 
北村季吟（一六二四～一七〇五）は、盤斎の説を引かず、 「蚊」のぶんぶんという音が、 「蚊」の「 」の「つくり」
によると説明する。引用文は、 「枕草子古註釈大成」 『枕草子春曙抄』 （日本図書センター）による。
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蚊のぶん〳〵となく心也。蚊の字ぶんのこゑなれば也。
 
（九五頁）
 
 
明治以降、今に至るまでの諸注釈は、 「蚊」の「音」や「名のり」の面白さに重点が置かれているものが多い。例え
ば、金子元臣は『枕草子評釈』 （明治書院）の中で、次のように述べる（現代漢字で表記する） 。
 
蚊の細声に名のりて、 「名のりて」は名を告
の
ることなれども、こゝは只鳴くをいふ。我こゝにありといふやうに聞
ゆる故なり。時鳥 鳴くを名告るといふも、その始こそ、
名義の起源を思ゐて用ゐるもしたれ、この頃は単に鳴
くをいふこと、尚水鶏 、叩く
、、
といひ習へるが如し。蚊の字、ブン
、、
の音なればなどいへる説は、拘はれり。
 
（一三八頁）
 
田中重太郎も同様で『枕冊子全注釈』 （角川書店）では、 「蚊」の名前と 蚊 の音について 解釈である。
 
「蚊」は、 『和名抄』に「蚊賀
か
、小飛虫、夏月夜噬人也」とあり、 「蚊加阿
か
あ
」 （ 『最勝王経音義』 ）のように「カァ」
という発音もあったらしい。
 
（二三〇頁）
 
これら以降の『枕草子』諸注釈も北村季吟や金子元臣の解
釈と大差なく、蚊の「名」と「音」に関することしかみ
えない。
 
例えば、池田亀鑑・岸上慎二らは「自分の名を言う。存在を告げるなどの意。 」 （日本古典文学大系・七〇頁） 。松尾
聰・永井和子らは、 「羽音の形容。 「蚊」の音読「ブン」から「ブ―ン」といったとする説、 「カー」とする説などがある。 「ぶーん」と羽音を立てて蚊であることがわかるようにやって来るのを擬人化したものであろう。 」 （新編日本古典文学全集・六七頁） 。津島知明・中島和歌子らも、 「蚊のぶんぶんとなく心也。蚊の字、ぶん 声なれば也 （春） 。音
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読みが「ぶん」 。 」 （新編枕草子・四五頁） 。
 
 
ただ、渡辺実は、新日本古典文学大系の中で、
 
蚊だとわかる音を立てるから「名告る」と擬人化した。それが「細声」なので「侘しげに」 。
 
（三五頁）
 
と、 「蚊」を擬人化した表現から「細声」は生まれたとする説を提起したが、 「細声」の典拠については検討していない。
 
 以上、 「蚊の細声」 、つまり蚊に関する「細」の表現に典拠があることについて、従来の解釈で渡辺氏以外に言及さ
れなかった。
 
もう一箇所の「蚊の睫」の表現があること 注目したい。それは「大蔵卿ばかり耳とき人はなし」 章段の「蚊の
睫」である。本文は以下の通りである（新編日本古典文学全集） 。
 
大蔵おほくら
卿きやう
ばかり耳とき人はなし。 まことに蚊
か
の睫
まつげ
の落つるをも聞きつけたまひつべうこそありしか。 職
しき
の御曹
み
ざ
う司し
の
西面にしおもて
に住みしころ、大殿
おおとの
の新中将宿直
と
の
ゐにて、物など言ひしに、そばにある人の、 「この中将に、扇
おふぎ
の絵の事言へ」
とささめけば、 「今かの君の立ちたまひなむにを」 、いとみそかに言ひ入るるを、その人だにえ聞きつけで、 「何
なに
とか、何とか」と、耳を たぶけ来
く
るに、遠くゐて、 「にくし。さのたまはば、今日
け
ふ
は立たじ」とのたまひしこそ、
いかで聞きつけたまふ むと、あさましかりしか。
 
（三八六～三八七頁）
 
傍線部の「蚊の睫」の典拠は、江戸時代から『列
子』が指摘されてきた。例えば、加藤盤斎は、
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列子湯問篇云。江浦之間生麼蟲。其名曰焦螟。群飛而集於蚊睫弗相觸也。 （ 『清少納言枕草紙抄』 「枕草子古注釈大成」日本図書センター）
 
（六四四頁）
 
と解釈した。北村季吟も、盤斎と同じように『列子』を踏まえた。以来、現在に至る『枕草子』の諸註釈では、 「蚊の睫」の典拠は、 『列子』である。
 
しかし、反論がないとは言えない。例えば、かつて関根正直は、次のように述べている。
 
◎蚊のまつげの落つる音
 
補例の清少獨擅の警句なり。之を列子湯問篇の文より、思ひつきたる詞として、春抄
を始め、夏蔭翁等、列子の文を長々と、
引き出でたるは徒勞ならずや。且列子には、蚊の睫落つとは見えざるを
や。 （ 『補訂枕草子集註』思 閣出版）
 
（五四四頁）
 
関根正直が指摘されたように 『列子』の「蚊睫」の前後の文脈は『枕草子』の「蚊の睫」の文脈と合わないだろう。
『枕草子』では、大蔵卿の耳が優れることを表すために、清少納言が「蚊の睫」の落ちる音が聞こえるという比喩の描写である。従って 「蚊の睫」が落ちる音が聞こえることから、周りは極めて静かな状態と考える。
 
一方、 『列子』の場合、この蚊の睫の周りは軽く細いではなくむしろうるさい状況であろう。
 
 では、 『枕草子』における「蚊の細声」と「蚊の睫」の表現の由来は、ど ように解釈すればよいだろう。こ 点を
追及するために、まず日本古代文学における「蚊」の表現を考察 てみる。
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三
 
『枕草子』前後の文献における「蚊」の表現
 
  
日本古代文学における「蚊」の表現は多くない。例えば、 『古事記』と『日本書紀』には「蚊」がそれぞれの三箇所
しか見えない。ここで両書の各一例を取り上げてみよう。
 （
2）
引用文は、新編日本古典文学全集による。該当のページ数
を示 た。
 
 
『古事記』 「中巻
 
開化天皇」
 
 
 
 
次、袁耶本王者、
別葛
・近淡
野
之
別祖也海
蚊
野
。之
 
（後略）
 
 
 
 
（次に
をざ
 
ほの
王みこ
は、 〈葛野之
か
づ
の
の
別わけ
・近淡
ちかつあ
海ふみ
の蚊野之
か
の
の
別べつ
が祖ぞ〉 。 ）
 
（一七八～一七九頁）
 
 
 
『日本書記』 「巻第十
 
誉田天皇
 
応神天皇」
 
 
 
 
 
歳次庚辰冬十二月、生於筑紫之蚊田。 （後略）
 
 
 
 
 
（歳
さい
次じ
庚かう
辰しん
の冬十二月を以
も
ちて、筑紫
つ
く
しの蚊
か
田だ
に生
あ
れませり。 ）
 
（四六八～四六九頁）
 
『古事記』の「蚊野」は、日本古代の地名である。例えば、 『日本歴史地名大系』によると、 「 「延喜式」神名帳に記
す愛知郡三座の一つ軽野神社の訓に古本はカルノとともにカノがあり、 同社の鎮座する秦荘
はたしよう
町南部の宇曾
う
そ
川がわ
流域には
蚊野・蚊野外
か
の
と
の・上蚊野
か
み
が
の
などの地名を残すので、訓はカノで、所在地もこの地域とみてよいと考えられる。 」 『日本書紀』
の「 田」も古代の地名である。すなわち応神天皇の生誕地 される地名。
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また『風土記』には「蚊」の表現は二箇所見える。一
つは「蚊屋」である。もう一つは「蚊嶋」である。
 （
3）
前者は、
『延喜式』に見える「蚊帳」のような蚊を防ぐための用具である。後者は、古代の海の中の「嫁が島」という島の名である。
 （
4）
 
次に『万葉集』では最も多く、八箇所の「蚊」 、すべて万葉仮名として使われている。
 （
5）
 
以上のように、古代日本の文献では、 「蚊」に関する表現は、地名及び万葉仮名を表している。
 
平仮名が発明された以後、仮名作品 は殆ど見えない。例えば、 『竹取物語』 、 『伊勢物語』 、 『土佐日記』 、
『大和物語』 、 『落窪物語』 、 『源氏物語』 、 『泉式部日記』 、 『紫式部日記』などの作品では「蚊」が見えないが、 『古今和歌集』と『蜻蛉日記』及び 宇津保物語』の中には、それ
ぞれ一箇所「蚊」が存在している。確認のため、これらの
三つの「蚊」に関する本文を次のように比べてみたい。
 
（１） 『古今和歌集』巻十一恋歌［五〇〇］番
 
 
読人知らず
 
夏なれば屋
や
戸と
にふすぶる蚊遣
か
や
りり火
び
のいつまでわが身下
した
燃も
えをせむ
 
（二〇六頁）
 
 
 
（２） 『蜻蛉日記』 「巻末歌集」
 
蚊遣か
や
り火び
、
 
道綱母
 
あやなしや宿の蚊遣火つけそめて語らふ虫の声をさけつる
 
（三七八頁）
 
（３） 『うつほ物語』 「藤原の君」巻〔二八〕
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兵衛佐行政、
 
蚊遣か
や
り火び
の煙も雲となるものを下草をしも結ばざらめや
 
御返しなし。
 
（二〇四頁）
 
傍線を付けたように、 「蚊遣火」は、 「そもそも「蚊を追いはらうためにいぶす火」であるが、 「蚊遣火をたくの意で
「燻
く
ゆる」と同音の「悔
く
ゆ」にかかり、また、蚊遣火の火が見えないで燃えていくところから、ひそかに思いこがれ
る意の「下に燃ゆ」 「下燃え」などにかかる」 （ 『日本国語大辞典』 ）という表現する比喩である。
 
ここまで確認した如く、仮名文 は「蚊」の漢字が見えるが、実際には蚊のことは書かれてなかった。 『枕草子』の
「蚊の細声」と類似している唯一の表現は、 『三宝絵』中巻「十七
 
美
作
国
採
みまさかのくにくろがね
鉄をとる
山人やまのひと
」の中の「蚊
か
ノコヱノゴト
シ」である。
 （
6）
しかしこれは『枕草子』の典拠とは言えない。なぜなら『三宝絵』の「蚊の声の如し」の中には「細」
字が見えないからである。
 
また『三宝絵』と似ている仏教に関わる漢文で書かれた作品には、いくつかの「蚊」は見られる。例えば、 『日本霊
異記』には二箇所、 『性霊集』には五箇所、 『三教指帰』にも一箇所である。
 （
7）
ただ『日本霊異記』の「蚊田」 （ 「賀太」
とも書かれる）は、す に『日本書紀』に見えたように、古代の地名であ が、 『性霊集』の「蚊虻」と「蚊響」及び『三教指帰』の「蚊羽」のような漢語の表現は、先行の研究では、 『漢書』や『列子』からの出典が明らかである。
 
またここで注意したいことは、古代日本人が書かれ 漢詩文の中には「蚊」が見えな ということである。例えば、
『懐風藻』 、 『凌雲集』 、 『文華秀麗集』 、 『経国集』 、 『扶桑集 、 『本朝麗藻』 、 『本朝無題詩』 、 『都氏文集』 、 『田氏家集』 、『菅家文草』 、 『菅家後 江吏部集』 、 『法性寺関白御集』 、 『和 朗詠集』 本朝文粋』 、 『続本朝文粋』等には、 「蚊」
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は見当たらない。
 
 
以上、 「蚊」に関する「細い」表現は、日本古代の文献に見あたらず、中国の詩文から受容されたと考えられる。こ
の点を解明する めに、次の節で詳しく考察する。
 
 
四
 
白居易と元稹の詩作における「蚊」の「細い」イメージ
 
 
中国の典籍からみると、まず儒教の経典には、 「蚊 が見えない。例えば、 『易経』 、 『尚書』 、 『詩経』 、 『周禮』 、 『儀
禮』 、 『禮記』 、 『左伝』 、 『公羊伝』 、 『穀梁伝』 、 『論語』 、 『孝経』 、 『孟子』などの経書には「蚊」は書いていない。ところが、道教の思想と言われた経典に 幾つかの場面で蚊が登場 ている。例えば 荀子 には一箇所、 『荘子』
六
箇所、 『列子』には
二箇所がある。しかしながら、これらの蚊に関する表現を確認したところ、 「蚊」の「細い」表現
は見えない。
 （
8）
 
また『文選』では、八箇所 「蚊」が見えるが、うち七箇所は李善の注釈文である。 『文選』本 には「蚊」が一回
しか見えない。それは『文選』巻五十一による賈諠『過秦論』 中の「 蝱」である。李善の注釈によって、これは『荘子』からの典拠である。また類書でも「蚊」に関する「細い」表現は見当たらない。
 
ところが、膨大な唐詩を検証してみると、特に「細」漢字を使って、 「蚊」を表した作者は、白居易と元稹である。
 （
9）
 
では、具体的に白居易と元稹の詩作では、蚊に対して い表現 どのように使われていたのか。清少納言は如何に
白居易と元稹の詩的なイメージを受け取ったのだろうか。
この点については、白居易と元稹の詩句を取り上げて、そ
の表現の特徴を確認してみたい。
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『旧唐書』によると、唐の元和年間（八〇六～八二〇）、
白居易と元稹が都の長安を離れて遠くの地方に左遷され
た。白居易は江州の司馬に務め、元稹は通州の司馬に移っ
た。この頃、二人の間で多くの詩作が唱和された。その唱
和詩は、「元和体」と言われ、極 て人気があったそうである。『旧唐書』巻一百六十六、列伝第一百一十六の元稹伝に書い 「二人來往贈答、凡所為詩、有自
三十、五十韻乃至百韻者」の通りである。
 
唐代の通州は現在の四川省に属す 場所である。当時の元稹の住居の環境は良くなかったらしい。特に蛇や蚊など
が多かったようである。そういう体験から 元稹は、「蟲豸詩」というタイトルで、詳しく「巴蛇」、「蛒蜂」、「蜘蛛」、「蟻子」、「蟆子」、「浮塵子」及び「蝱」をテーマとした詩作を書いたのである。そのうち、最も人間を襲う有害な蚊の一種である「蟆子」につ て、元稹が序文の中で、次のように述べた。引用文は、『元稹集』（中華書局
 
二〇一〇）による。以下同。
 
蚊蟆與浮塵、皆巴蛇鱗中之
細蟲
耳、故囓人成瘡、秋夏不愈、
膏
楸葉
而
傅
之
、則差。（四八～四九頁）
 
 
蚊蟆と浮塵は、皆巴蛇の の細蟲のみ、故に人を囓んで瘡を成す、秋夏愈ず、楸葉を膏してこれを傅す、すなわち癒え。
 
 
ここで留意したいポイントは、蛇の鱗の中に集めた蚊蟆と浮塵の小さい虫に対して、元稹は「細蟲」という表現を
使用していることである。これは元稹 独特の発想と言えるだろう。また元稹の「浮塵子」（うんか）という虫 詩作では、次のような詩句が見える。
 
乍可巢
蚊睫
 
胡為附蟒鱗
 
（五〇頁）
 
 
詩人によって、浮塵子は蚊の睫に巣をつくることができる 、なぜ大きな蛇の鱗の中に付着するのか。ここでは
蚊類の浮塵子は極めて細い虫が想像され 蚊の睫はほぼ
見えないもので、その上に巣を作ることは不可能である。
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清少納言が、大蔵卿の耳の素晴らしさを表現する際に、「蚊の睫」が落ちることも聞こえるという描写は、元稹の細虫の浮塵子の詩句の形象から 独創であろう。つまり、元稹の「視覚 から「聴覚」に変容したのである。
 
無論、この詩句には、元稹のこのような極めて細い蚊のような虫に対する気持はよくない。なぜなら、人が噛まれ
ると、しばらく治らないからである。まさしく清少納言の「蚊の細声」は「いとにくしけれ と同感である。
 
 
 
 
実に、蚊に対する嫌味を書いた人が、もう一人いる。それは白居易である。
 
白居易が元稹の唱和詩を読んで、元稹の通州 様子を知っ いた。友人の苦痛を思って、次のタイトル「得微之到
官後書、備知通州之事、悵然有感。因成
四章」で、四首の律詩を書いた。その一の律詩を引用してみたい。引用文は
新釈漢文大系（明治書院）による。
 
得微之到官後書
 
 
微子び
し
が官
くわん
に到
いた
りし後
のち
の書
しよ
を得
え
て、
 
備知通州 事
 
 
 
備つぶさ
に通州
つうしう
の事
こと
を知
し
り、
 
悵然有感
 
 
 
 
 
悵ちやう
然ぜん
として感
かん
有あ
り。
 
因成四章
 
 
 
 
 
因よ
つて四章
よんしやう
を成
な
す、
 
來書子細
說
通州
 
 
來書らいしよ
 子細し
さ
い
に通州
つうしう
を説
と
く。
 
州在山根峽岸頭
 
  州しう
は山根峽
さんこんけふ
岸がん
の
頭ほとり
に在
あ
り。
 
 
 
四面千重火雲合
 
  四面し
め
ん
千
重
せんちよう
し
 
火くわ
雲合う
ん
あひ、
 
中心一道瘴江流
 
 
中心ちうしん
一道いちだう
 
瘴しやう
江流かうなが
る。
 
 
 
蟲蛇白晝攔官道
 
  蟲ちう
蛇だ
は白晝
はくちう
に官
くわん
道だう
を
攔さへぎ
り、
 
蚊蟆黃昏撲郡樓
 
  蚊蟆ぶんばく
は黃昏
くわうこん
に郡
ぐん
樓ろう
を撲
う
つ。
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何罪遣君居此地
 
  何なん
の罪
つみ
ありてか、君
きみ
をして此
こ
の地
ち
に居
を
らしむ、
 
天高無處問來由
 
  天てん
高たか
くして、來
らい
由いう
を問
と
ふに處
ところ
無な
し。
 
（九二三頁）
 
後に、白居易が自ら「蚊蟆」のタイトルで詩を書いた。白
居易は「蚊」のイメージを、元稹の「細虫」と同様に、
特に「微細」と言う表現を使用している。全詩を次のように引用する。引用文は『白氏文集』「巻第十一
 
感傷三」
（「新釈漢文大系」明治書院
 
二〇〇七）による。
 
 
蚊蟆
 
 
 
 
 
蚊ぶん
蟆ばく
 
 
巴徼炎毒早
 
 
巴徼は
け
うは炎毒
えんどく
早はや
く、
 
 
三月蚊蟇生
 
 
三さん
月ぐわつ
にして蚊
ぶん
蟆ばく
生しやう
ず。
 
 咂
膚拂不去
 
 
膚はだ
を
咂す
ひて拂
はら
へども去
さ
らず、
 
 
遶耳薨薨聲
 
 
耳みみ
を遶
めぐ
る薨薨
こうこう
たる聲
こえ
。
 
 
斯物頗微細
 
 
斯こ
の物
もの
は頗
すこぶ
る微細
び
さ
いにして、
 
 
中人初甚輕
 
 
人ひと
に中
あ
たる初
はじ
めは甚
はなは
だ輕
かる
し。
 
 
有如膚受譖
 
 
膚受ふ
じ
ゆの譖
しん
の如
ごと
き有
あ
り、
 
 
久則瘡痏成
 
 
久ひさ
しくして
則すなは
ち瘡痏
さ
う
ゐ成な
る。
 
 
痏成無奈何
 
 
痏ゐ
成な
るは奈
い
何かん
ともする無
な
し、
 
 
所要防其萌
 
 
要えう
する所
ところ
は其
そ
の萌
ばう
を防
ふせ
がんのみ。
 
 
麼蟲何足道
 
 
麼ま
蟲ちゆう
 
何なん
ぞ道
い
ふ足
た
らん、
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潜喩儆人情
 
 
潜ひそ
かに喩
たと
へて人情
にんじやう
を儆
いまし
む。
 
（六九六～六九七頁）
 
右の「蚊蟆」詩は、白楽天が、元和十五年（八二〇）四十
九歳で書いた作品で、感傷詩に分類した。白居易の「禽
蟲十二章」の序文によると、虫に関する詩は、 「多與微之夢得共之」 。つまり、虫類の詩作は元稹（微之）と劉禹錫（夢得）とで行われた唱和詩である。前述した元稹の「細虫」
の形容と白居易の「微細」の描写は、二人とも蚊に関する
表現に「細」の字が使われてい のである。
 
一方、清少納言『枕草子』における「蚊の細声」と「蚊の睫」のような「蚊」に関する細いイメージは、元稹の詩
句の「細虫」と白居易 詩句 「微細」と同じ審美と言えよう。
 
また「蚊」に対する態度は、白居易、元稹、清少納言の 三人とも一致している。例えば、元稹の「蚊蟆」に
もし蚊に刺されたら、暫く治すことはできず、また「蚊」は最も人間 最害の虫と述べている。
 
白居易と清少納言の「蚊」に対する態度を比べてみ と、
二人とも蚊に対する気持ちは同様であるところは少なく
ない。
 
例えば、まず、白居易の「蚊蟆」詩の前半部分
現代語訳を取り上げてみたい（引用文は前同） 。
 
人の皮膚に吸い付いて、払いのけても飛び去らず、ぶんぶんと数多く羽音を立てて耳の当りを飛び回る。この虫はかなり微細で、人の皮膚に当たった時の最初の感覚は非常に軽いのだが、それはまるで皮膚の表面に受けただけの誹謗中傷のようなところがあって、しばらくすると傷がでてしまったら、もうどうす こともできない。大切なのは、そのごく初期に防ぎとめることである。
 
次に、 『枕草子』 「にくきもの」の章段の現代語訳文を掲げてみたい（引用文は前同） 。
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眠たいと思って横になっている時に、蚊が細いかすかな声で心細そうにぶーんと名のって、顔のあたりにとびまわるの。羽風までも蚊の身体相応にあるのこそ、ひどくにくらしい。
 
右の傍線を付けたように、 いずれも 「蚊」 に関する描写については似ているところが多い。 白居易は、 「飛び去らず、
ぶんぶんと数多く羽音を立てて耳の当たりを飛び回る。 」清少納言は、 「顔のあたりにとびまわるの、羽風までも」である。何より蚊に関する「細い」の書き方は一致している。それは白居易が こ 虫はかなり微細で」 、清少納言が「蚊が細い下賜かな声で」というところである。清少納言の「ひどくにくらしい」蚊に対する感情はまったく元稹と白居易と一致しているのではないだろうか。
 
以上のように、清少納言 『枕草子』の中にある二箇所の
蚊に関わる細い表現、つまり「蚊の細声」と「蚊の睫」
は、白居 元稹の蚊に関する詩的な描写のイメージと合致していることは明らかである。
 
また無視できない事実は、 『白氏文集』を読まれたことは言うまでもなく、一条天皇が『元稹集』を詠む記録が残されている。例えば、 『江談抄』第五「詩事」 は、次のような記録が見える。引用文は『新日本古典文学大系』による。
 
斉名不点元稹集事
 
又被命云、一条院以元稹集下巻斉名可点進之
たてまつ
由被仰之。雖然辞遁
云々
。
 
（五二六頁）
 
斉名た
だ
な、元稹
げんしん
集に点
てん
せざる事
 
また命
おほ
せられて云はく、 「一条院、元稹集下巻をもつて、斉名に点じ進る
たてまつ
べき由仰せらる。しかりといへども、辞
し遁
のが
れたり」と云々。
 
（一七三頁）
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中宮定子の女房として、清少納言は、一条天皇の周りの男性貴族、すなわち『枕草子』に登場された藤原伊周、藤
原斉信、藤原行成と頻繁に付き合うことによって、知らず知らずにその白居易と元稹の詩句の影響を受けたのであろう。
 
そして、白居易と元稹 詩句における蚊に関する「微細」や「蚊睫」の「細虫」の表現によって、蚊 関する「細
い」形象から、独特な「蚊の細声」と「蚊の睫」の表現を創出したのではないであろうか。
 
 
五
 
おわりに
 
 以上、 『枕草子』における蚊に関わる「蚊 細声」と「蚊の睫」という表現を考察してきた。平安散文にはあまり見
えない蚊の表現を、 問題点として漢詩文の受容の角度から考証した。 『枕草子』 前後の文献における蚊に関する「細い」表現は見当たらない。中国の典籍や類書や唐詩を検証してみる 、 『白氏文集』第十一感傷詩「蚊蟆」による「微細」と元稹の「蟲豸詩」による「細虫」の書き方と清少納言 蚊に関する細い表現と合致していることは明 か った。このように、 『枕草子』 おける漢文受容の方法は、単なる詩句の直接引用だけでなく、詩的な形象を受容する方法と考えるこ が可能に るのではないであろうか。この点については、今後の研究で新たな課題と もっと広く展開してみたい。
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〔注〕
 
（
1）四系統『枕草子』本文について、参考した文献及び引用文は、次の通りである。三巻本『枕草子』陽明叢書国
書篇「枕草子
 徒然草」 （思文閣、一九七五） 『枕草子』大東急記念文庫蔵（古梓堂文庫旧蔵）複製本（日本古
典文学刊行会、一九七四） 。松尾聰・永井和子校注『枕草子』新編日本古典文学全集（小学館、二〇〇四） 。能因本『能因本枕草子』 〈上〉学習院大学蔵「影印シリーズ」 （笠間書院、二〇〇五） 。 『能因本枕草子』 〈下〉学習院大学蔵「影印複製本」 （笠間書院、一九九五） 。松尾聰・永井和子校注『枕草子』日本古典文学全集（小学館、一九七九） 。前田家本『前田家本枕草子』 「前田家尊経閣文庫蔵の写本の複製」 （育徳財団、一九二七） 。田中重太郎校注『前田家本枕冊子新註』 （古典文庫、一 七一） 。堺本『堺本枕草子』吉田幸一（古典文庫、一九九六） 。田中重太郎校注『堺本枕冊子』改定版（古典文庫、一九五六） 。また、田中重太郎『校本枕冊子』一～二（古典文庫、一九五三） 。引用文の後にページ数を示した。
 
（
2）他の『古事記』と『日本書紀』にある四箇所の「蚊」は、次の通りである。引用文は新編日本古典文学全集に
よる。以下同。文末に該当するページ数を示す。① 古事記』下巻・安康天皇「綿之蚊屋野、多在猪鹿」 （三三四頁）②『古事記』下巻・清寧天皇「即、獲其御骨而、於其蚊屋野之東山、作御陵葬」 （三六二～三六三頁）③『日本書記』巻第十・応神天皇「是女人等之後、今呉衣縫・蚊屋衣縫是也」 （四九六～四九七頁）④『日書記』巻第十三・安康天皇「是時難波吉師日香蚊父子並仕于大 香皇子」 一三四～一三五頁）
 
（
3 )『風土紀』における二箇所の蚊に関する表現は次のように
なる。①『風土記』播磨国風土記「右、称加野者、
品太天皇、巡行之時、此処造殿、仍張蚊屋。故号加野」 （右
みぎ
、加野
か
や
と称
い
ふは、品
ほむ
太だ
のす
天
皇
めらみこと
、巡
めぐ
り行
おは
しましし時
とき
に、此処
こ
こ
に殿
との
を造
つく
りて、すなはち蚊屋
か
や
を張
は
りたまひき。故
か
れ、加野
か
や
と号
なづ
く） （三四～三五頁）②『風土記』出
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雲国風土記「野代海中蚊嶋。周六十歩。中央涅土、四方並磯。中央有手掬許木一株耳。其磯有蚊。有螺子・海松。 」 （野代
の
し
ろの海
うみ
の中
なか
に蚊
か
嶋しま
あり。周
めぐ
り六十歩
あし
なり。中央
ま
な
かは涅
くろ
土つち
にして、四方
よ
も
は並
なら
びに磯
いそ
なり。中央
ま
な
かに手掬許
たつかばか
り
なる木
き
一株ひともと
ある みなり。その磯
いそ
に蚊あり。螺子
しただみ
・海
み
松る
あり） （一五六～一五七頁） 。
 
（
4）新編日本古典文学全集『風土記』頭注による。
 
（
5） 『万葉集』に見える八箇所の「蚊」は、次の通りである。①『万葉集』巻第二［一三八］番「或本歌一首・并
短歌・石
いは
見み
之の
海うみ
 
津つ
乃の
浦うら
乎を
無な
美み
 
浦うら
無なし
跡と
 
人ひと
社こそ
見み
良ら
米め
 
滷かた
無なし
跡と
 
人ひと
社こそ
見み
良ら
目め
 
吉よし
咲ゑ
八や
師し
 
浦うら
者雖は
な
く無とも
 
縦よし
恵ゑ
夜師や
し
 
滷かた
者雖は
な
く
無とも
 
勇いさ
魚取な
と
り
 
海辺乎指而う
み
へ
を
さ
し
て
 
柔田津乃に
き
た
つ
の
 
荒礒之上尓あ
り
そ
の
う
へ
に
 
蚊か
青
生
あをくおふる
 
玉たま
藻も
息おき
都つ
藻も
 
明来者あけくれば
 
浪己曾来
 
以
な
み
こ
そ
き
よ
れ
夕ゆふ
去され
者ば
 
風かぜ
己こ
曾そ
来き
依よれ
 
浪なみ
之の
共むた
」 （一〇四頁）②『万葉集』巻第十一［二六二四］番「紅之
くれなゐの
 
深ふか
染そめ
衣のきぬ
 
色いろ
深ぶかく
 
染しみ
西鹿に
し
か
歯ば
蚊か
 
遣わすれ
不得か
ね
鶴つる
」 （二三二頁）③『万葉集』巻第十一［二六三一］番「夜干玉之
ぬ
ば
た
ま
の
 
黒髪くろかみ
色天し
き
て
 
長なが
夜きよ
 
手枕之上尓たま
くら
の
う
へに
 
妹待覧いもまつらむ
蚊か
」 （二三四頁）④『万葉集』巻第十一［二六四二］番「灯之
ともしびの
 
陰尓か
げ
に
蚊か
蛾が
欲よ
布ふ
 
虚蟬之うつせみの
 
妹蛾咲状思い
も
が
ゑ
ま
ひ
し
 
面影尓所お
も
か
げ
に
み
見ゆ
」 （二三七頁）⑤『万葉集』巻十一
[二六四九
]番「足
あし
日木之ひ
き
の
 
山やま
田だ
守もる
翁をぢ
 
奥おく
蚊か
火ひ
之の
 
下した
粉こ
枯がれ
耳のみ
 
余あが
恋こひ
居をら
久く
」 （一三九頁）⑥『万葉集』巻十三［三二二五］番「天
あま
雲くも
之の
 
影かげ
塞所さへみゆ
見る
 
隠来笶こもりくの
 
長谷之河者は
つ
せ
の
か
は
は
 
浦うら
無蚊な
み
か
 
船之依ふねのより
不こ
来ぬ
 
磯いそ
無蚊な
み
か
 
海部之あ
ま
の
釣つり
不せ
為ぬ
 
吉咲八師よ
し
ゑ
や
し
 
浦者う
ら
は
無友なくとも
 
吉画よ
し
ゑ
矢寺や
し
 
磯者い
そ
は
無友なくとも
 
奥おき
津浪つ
な
み
 
諍榜しのぎこ
入来ぎ
り
こ
 
白水郎之あ
 
ま
の
釣船つりぶね
」 （三八九）⑦『万葉集』巻十六［三七九一］番「
緑みどり
子こ
之の
 
若わき
子ご
蚊が
見み
庭には
 
垂たら
乳ち
為し
 
母所ははにむだ
懐かえ
 
褨襁ひむつきの
 
平生は
ふ
こ
蚊見が
み
庭には
（中略）
 
結幡之ゆふはたの
 
袂著そでつけ
衣ごろも
 
服我矣ふしわれを
丹因にほひよる
 
子こ
等ら
何四千庭が
よ
ち
に
は
 
三名之み
な
の
綿わた
 
蚊黒為髪尾か
ぐ
ろ
し
か
み
を
 
信櫛持まくしもち
 
於こ
是こに
蚊か
寸き
垂たれ
 
取束とりつかね
 
挙而あ
げ
て裳も
纏まき
見み
 
解とき
乱みだり
 
童児わ
ら
は丹に
成見な
し
み
 
羅き
丹につ
津蚊
か
経ふ
 
色い
丹ろ
名著来なつかしき
（後略） 」 （九二頁）⑧『万葉
集』巻十六［三七九四］番「娘子等和歌九首
 
端寸八は
し
き
や
為し
 
老お
夫きな
之の
歌うた
丹に
 
大おお
欲ほし
寸き
 
九こころの
児こ
等ら
哉や
 
蚊間毛而将か
ま
け
て
を
ら
居む
」
（九七頁） 。
 
を
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（
6）本文は、新日本古典文学大系による。 『三宝絵』中「十七
 
美
作
国
採
みまさかのくににくろがね
鉄をとる
山人やまのひと
・美
作
みまさかの
国くに
英あい
多郡たのこほり
ニ、オホ
ヤケ
鉄くろがね
ヲトル山
やま
アリ。帝
てい
姫ひめ
安倍あ
べ
の天皇御代てんのうのみよ
ニ、国
くに
ノ
司ツカサ
民たみ
十人じふにん
ヲ召
めし
テ、此山
このやま
ニノボセテ、穴
あな
ニ入
いレ
テ鉄ヲホラシ
ム。時ニアナノクチクヅレ、フタガル。人
ひと
ヲお
ドロキヲ
お
ソレテ穴ヨリキヲ
ほ
ヒイヅルニ、九人
く
に
んハワジカニイデゝ、
一人ひ
と
りヲお
ソク出
いづ
ルホドニ、穴ノクチクヅレアヒヌ。国ノ司ナゲキアハレミ、妻子
め
こ
カナシビ泣
な
ク、仏
ほと
ヲけ
カキ、経
きやう
ヲ
ウツシテ、卌
しじ
九日ふくにち
法事ほ
う
じ修しゆ
シヲハリヌ。此人
このひと
一人穴ノウチ ヰテ
思おもはく
、
 
 
我われ
昔法むかしほふ
花くゑ
経きやう
カキタテマツラムトイフ願
ぐわ
ヲん
発おこ
セリ。イマダウツシタテマツラズ。我
わが
命いのち
ヲタスケ給ハヾ、
カナラズトクカキテマツラム
 
 
ト念
ねむ
ズ。穴
あな
ノヒマヲヲ
お
ヨビサス
許
通
ばありトホリ
アキテ、 日
ひ
ノ光
ひか
ワり
ヅカニキタレリ。独
ひとり
ノ沙
しや
弥み
アリテヒマヨリ入来
いりきた
リテ、
食物くひもの
ヲソナへアタフ。カタリテ
云いはく
、
 
 
汝なむぢ
ガ妻子
め
こ
ノ我
われ
ニアタヘツル物
もの
ナリ。汝ガウレヘワブレバ、コトサラニ来
き
ツル也。
 
 
トイヒテ、又ヒマヨリイデヌ。サリテノチ
久ひさし
カラズシテ、居
ゐ
タルイタヾキニアタリテ、穴
あな
ヒラケトホリテ、
ソラアラハ二ミユ。ヒロサ三尺余
さむじやくよ
、高
たか
サ五尺許
ごしやくばかり
也。
 
 
 
時ニ村
人
卅
むらびとさむじふ
余人よ
に
ん葛かづ
ヲら
タリニ山
やま
ニ入
いり
テ、コノ穴
あな
ホトリヨリユキスグルニ、人
ひと
〳び〵
と
ソノカゲヲミテ、ヨバヒサ
ケビテ、
 
 
 
 
我われ
タスケヨ。
 
 
トイフ。山人
やまびと
ホノカニキクニ、蚊
か
ノコヱノゴトシ。
即すなはち
キ丶アヤシビテ、葛
かづら
ニ石
いし
ヲツケテソコニイレテ
心こころ
見み
ルニ、底
そこ
ナル人
ひと
ヒキウゴカス。 「人
ひと
ナリケリ」トシリテ、葛ヲムスビテ籠
こ
ニツクリテ、葛ヲナヒテ縄
なは
ニツケテ
オトシイレツ。底ノ ノリヰテ、ウへノ人ヒキアゲツ。オヤノイヱ
へ
ニヰテオクル。家
いへ
ノ人コレヲミテ、
悲かなし
ビ
『枕草子』における白居易と元稹の詩的な形象（張） 
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悦
事
よろこぶこと
カギリナシ。国
くに
ノ
司つかさ
オドロキ問
とふ
ニ、 ツブサ二
件くだり
ノ事ヲ
申もうす
。
即すなはち
オホキニタウトビ、 カナシビテ、国内
くにのうち
ニ知識
ち
し
きヲトナへテ、是
これ
ヨリハジメテチカラヲクハヘテ、其法
そのほふ
花くゑ
経きやう
ヲ書
かき
タテマツリテ、オホキニ供養
く
や
う
ズ。イキ
ガタクシテイキタル事、是
これ
法華経ほふくゑきやう
ノ
願ぐわんの
力ちから
也。霊異記
りやういき
ニ見
みえ
タリ（一二三～一二四頁） 。
 
（
7）引用文は次の（
A） 、 （
B） 、 （
C）に分けて取り上げる。 （
A） 『日本霊異記』①下巻「将写法花経建願人断内
暗穴頼願力得全命縁第十三（穴の底の人、人影を見て叫びて言はく、 「我が手を取れ」と云ふ。山人
側ホノカ
ニ聞く
に、蚊の音
こゑ
の如し） 」 （二七九頁）②下巻「用綱漁夫値海中難慿願妙見菩薩得全命縁第卅二（海に漂ひ、波を拒
こば
み、力を疲らし、心を惑
まど
はし、寐
ぬ
るが如くにして覚
さ
むること無し。皎天
けうてん
に覚
おどろ
きて睠
み
れば、身は彼
そ
の部内の蚊
か
田た
の浦浜の草の上に在
あ
り） 」 （三三四頁） （
B） 『性霊集』①巻第四・為人求官啓「雖然。巨石得舟者過深海於萬
里。 蚊虻附鳳者翔高天於九空 （然りと
雖いへど
も巨石
きよせき
舟ふね
を得つれば深海を萬里に過
す
ぎ、 蚊
ぶん
虻ばう
鳳ほう
に附
つ
きぬれば高天を九
きう
空こう
に翔
か
ける） 」 （二五九～二六一頁）②巻第九・大僧都空海嬰疾上表辭職奉状「沙門空海言。空海。從沐恩澤竭
力。報國歳月既久。常願。奮蚊虻力。答海岳徳（沙門
しやもん
空海言
もう
す。空海恩澤
おんたく
に沐
ぼく
せしより、力を竭
つく
して国に報ず
ること歳月
さいげつ
既に久し。常
つね
に蚊
ぶん
虻ぼう
の力を奮
ふる
つて海
かい
岳がく
の徳を答
たふ
せむこと願ひき） 」 （三九〇～三九一頁）③巻第九・
奉造東寺塔材木曳運勸進表「今塔幢材木近得東山。僧等從今月十九日與夫曳運。木大力劣。成功大難。譬如。蟷蜋對車。蚊虻負嶽（木は大きに力は劣
れつ
にして功
こう
を成さむこと
太はなは
だ難し。譬
たと
へば蟷蜋
たうらう
、車に對
むか
ひ、蚊
ぼん
虻ばう
、嶽
がく
を
負お
はむが如し） 」 （三九三～三九五頁）④巻第十・綜藝種智院式「或有人難曰。國家廣開庠序。勸勵諸藝。霹靂
之下。蚊響何益（或者
なんじや
の曰
いは
く、 「善
よ
いかな」 。或は人有つて難じて曰
いは
く、國家に廣く庠序
しやうしよ
を開きて諸藝を勧
すす
め勵
はげ
ます。霹靂
へきれき
の下
もと
には蚊
ぶん
響きやう
何の益かあらむ） 」 （四二一～四二三頁）⑤巻第十・叡山澄和上啓返報書「若使。附
龍尾以揚名。寄鳳翼以顯行 則。蚊
蝄
之質。不勞而凌雲漢（若しくは
龍りよう
の尾に附
つ
いて名
な
を揚
あ
げ、鳳
ほう
の翼
よく
に寄
よ
つ
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て行
かう
を顯
あら
はさしめば、蚊
蝄
ぶんまう
の質
労
すがたらう
せずして雲漢
うんかん
を凌
しの
ぎ） 」 （四四〇～四四一頁） （
C） 『三教指帰』巻下・假名
乞児論「築幻城於五陰之空國。興泡軍於四蛇之假郷。甲蛛蝥網。鎧蟭螟騎。鼓蝨皮而驚陣。旗蚊羽以標旅（幻
げん
城じやう
を五陰
おん
の空しき國
くに
に築
つ
き、泡軍
はうぐん
を四蛇
じや
の假
かり
の郷
さと
に興
おこ
す。蛛蝥
ちうぼう
の網
あみ
を
甲かぶと
にし蟭螟
せうめい
の騎
むま
に鎧
よろひ
せり。蝨皮
し
つ
びを
鼓つづみ
として陣
ぢん
を驚かし、蚊
か
の羽
は
を旗
はた
として
旅たむろ
を標
あら
はす） 」 （一二四～一二五頁） 。
 
（
8）ここでは、 【ア、イ、ウ、エ、オ、カ】を冒頭に付けて、 『荘子』における六箇所の蚊に関する表現の特徴を確
認したい（傍線は稿者） 。本文は、新釈漢文大系（明治書院）による 【ア】 『荘子』内篇・人間世第四「夫愛馬者、以筐盛矢、以蜄盛溺。適有蚉
僕縁、而拊之不時、則缺銜毀首碎胸。意有所至、而愛有所亡。可不慎邪
（馬をかわいがる人は（りっぱな）籠にその糞を入れ、おおはまぐ
、、、、、
りにその小便を入れるほどですが、たまた
ま蚊や虻
あぶ
が愛馬に止まったとき、いきなり叩くと、馬は驚いてくつわ
、、、
を噛み砕き、首の飾りをこわし、胸の飾
りを砕いてしまいます。これ 注意が行き届いていながら、愛情に欠陥があるためなのです。 （きみ
、
、
の場合も
これと同じで）用心が大切ですな） 」 （二一五～二一六頁） 。 【イ】 『荘子』内篇・應帝王第七「其於治天下也、猶渉海鑿河、而使蚉負山也（天下を治めることは、海を歩 て渡ったり 地面を掘って大河を作ったりするほど（に危険を伴い困難なこと）だ。 （それを人為によって治めようとするのは、 ）蚊に山を背負わせるようなものだ） 」 （二八〇頁） 。 【ウ】 『荘子』外篇・天運第十四「老聃曰、夫播糠眯目、則天地 方易位矣、蚊虻噆膚、則通昔不寐矣 （老聃が意見を述べた。 飛ばしたもみがら
、、、、
が目にはいると、 天地四方がひっくりかえたように （何
も見えなく）なりましょうし 蚊や虻
あぶ
に皮膚を刺されると、一晩中（かゆかったり痛かったりして）眠れます
まい） 」 （四三七頁） 。 【エ】 『荘子』外篇・秋水第十七「且夫知不知是非之竟 而猶欲觀於莊子之言、是猶使蚉負山、商蚷馳河也、必不勝任矣（且つ又、そもそも是非の限界を知り得ない知力によっ なお且つ荘子の言
『枕草子』における白居易と元稹の詩的な形象（張） 
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葉の意味を考えようとするのは、あたかも蚊に山を背負わせたり、やすで
、、、
に黄河を走り渡らせるようなもので
ある。とうていでき得ないことだ） 」 （四八二～四八三頁） 。 【オ】 『荘子』雑篇・寓言第二十七「曰、既已縣矣。夫無所縣者、可以有哀乎。彼視三釜三千鍾、如觀雀 虻相過乎前也（孔子がそれに答えた、いや、彼はすでにわずらわされているのだ。一体、心がわずらわされない者であるなら、悲しいという気持などあるはずがないのである。そのような人物になると 俸禄が 釜で ろうと三千鍾であろうと、あたかもこうの鳥や雀、蚊やあぶ、、
が目の前を飛び過ぎるのを見るかのように、その差違によって心を動かすことがないのだ） 」 （七〇八頁） 。
【カ】 『荘子』雑篇・天下第三十三「由天地之道、觀惠施之能、其猶一蚉一
之勞者也（天地の大道の立場か
ら恵施の才能を観察すれば、 それはあたかも 匹の蚊や虻
あぶ
が空しく飛び回って働いているようなものである） 」
（八二五～八二六頁） 。
 
（
9）ここでは五十首の蚊が含まれた唐詩の二句をまとめてみた。引用文は『全唐詩』 （中華書局
 
一九六〇）によ
る。冊数と巻数及びページ数を示した。①韋承慶「螢光向
日盡、蚊力負山疲」第二冊・四十六巻・五五七頁。
②陳子昂「驅蚊蚋之師、忽雷霆之伐」第三冊・八十四巻・九〇八頁。③張
說
「器留魚鱉腥、衣點蚊虻血」第三
冊・八十六巻・九三二頁。④韋應物「蚊蚋落其中、千年猶可覿」
 第六冊・一九三巻・一九八五頁。⑤杜甫「冬
溫蚊蚋在、人遠鳧鴨亂」第七冊・二 〇巻・二三一七頁。⑥杜甫「氛埃期必掃、蚊蚋焉能當」第七冊・二二三巻・二三八四頁。⑦李端「豈意今朝驅不前、
 蚊蚋滿身泥上腹」第九冊・二八四巻・三二三九頁。⑧王建「南
中三月蚊蚋生、黃昏不聞人語聲 九 九八巻・三三八六頁。⑨范燈「蚊蚋成雷澤、袈裟作水田」第十冊・三〇七巻・三四八九頁。⑩權德輿 醯雞伺晨駕蚊翼 毫端棘刺分畛域」 十冊 三二七巻・三六六八頁。⑪韓愈「雖得一餉樂、有如聚飛蚊」第十 ・ 三 巻 三七七四頁。⑫韓愈「我實門下士、力薄蚋與 」第十冊・
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三四〇巻・三八一三頁。⑬韓愈「朝蠅不須驅、暮蚊不可拍」第十冊・三四二巻・三八三五頁。⑭劉禹錫「沈夏夜蘭堂開、蚊伺暗聲如雷」第十一冊・三五六巻・四〇〇〇頁。⑮劉禹錫「撮蚊妖鳥亦夜起、翅如車輪而已矣」第十一冊・三五六巻・四〇〇一頁。⑯孟郊「蚊蚋亦有時、羽毛各有成」第十一冊・三七四巻・四〇二五頁。⑰孟郊「五月中夜息 飢蚊尚營營」第十二冊・三八〇巻・四二六 頁。⑱元稹「未飽風月思、已為蚊蚋圖」第十二冊・三九七巻・四 八頁。⑲
元稹
「蚊
蟆與浮塵皆巴蛇鱗中之
細蟲
耳」第十二冊・三九九巻・四四七四頁。
⑳
元稹
「
乍可巢
蚊睫
、
胡為附蟒鱗」第十二冊・三九九巻・四四七四頁。㉑元稹「蚊聲靄窗
戶
、螢火繞屋梁」第
十二冊・四〇三巻・四五〇二頁。㉒元稹「索綆飄蚊蚋、蓬麻甃舳艫」第十二冊・四〇七巻・四五 二頁。㉓元稹「卒章還慟哭、蚊蚋溢山川」第十二冊 四〇八巻・四五三五頁。㉔元稹「不堪堤上立、滿眼是蚊蟲」第十二冊・四〇九巻・四五四七頁。㉕元稹「蚊幌雨來卷、燭蛾燈上稀」第十二冊 一 巻 五五三頁。㉖元稹「司馬見詩心最苦、滿身蚊蚋哭煙埃」第十二冊・四一五巻・四五九〇頁。㉗元稹「蚊螭與變化、鬼怪與隱藏」第十二冊・四一八巻・四六〇九頁。㉘
白居易
「
遶耳薨薨聲、
斯物頗微細
」
第十三冊・四三四巻・四八〇五頁。㉙白
居易「蟲蛇白晝攔官道 蚊蚋黃昏撲郡樓 三 三八 八六九 ㉚白居易「魚蝦遇雨腥盈鼻 蚊蚋和煙癢滿身」第十三冊 三八巻・ 八七二頁。㉛白居易「蚊蚋經冬活、魚龍欲雨腥」第十三冊・四四二巻・四九三七頁。㉜白居易「林靜蚊未生、池靜蛙未鳴 四 五二 五一 ㉝ 蟭螟殺敵巢上、蠻觸交爭蝸角中 四 五二四五頁。㉞雍裕之「 眉自可託、蝸角豈勞爭」第十四冊・四七一巻・五 四九頁。㉟李紳 鳳儀常欲附 力自知微 五 三 四 ㊱殷堯藩 鷹拳擒野雀、蛛網獵飛蚊」第十五冊・四九二巻・五五六 頁。㊲施肩吾「池邊道士誇眼明、夜取蟭螟摘蚊睫十五冊・ 九四 五九三 ㊳張祜 雨氣朝忙蟻 雷聲夜聚蚊 〇 ㊴項
『枕草子』における白居易と元稹の詩的な形象（張） 
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斯「蚊蚋已生團扇急、衣裳未了剪刀忙」第十七冊・五五四巻・六四二四頁。㊵薛能「退紅香汗濕輕紗、高捲蚊廚獨臥斜」第十七冊・五六一巻・六五二〇頁。㊶皮日休「雨工避罪者、必在蚊睫宿」第十八冊・六〇九巻・七〇二七頁。㊷皮日休「松扉欲
啟
如鳴鶴、石鼎初煎若聚蚊」第十八冊・六一四巻・七〇八六頁。㊸羅隱「蠅蚊漸
無況、日晚自相親 九 六 〇 七 七六 ㊹羅隱「蠅蚊猶得志、簟席若為安」第十九冊・六 一巻・七五八三頁。㊺羅隱「蚊蚋有毒、食人肌
肉」第十九冊・六六五巻・七六一〇頁。㊻唐
彥
謙「俯仰
歲
時久、
帖然困蚊蠅」第 十冊・六七一巻・七六七 頁。㊼唐
彥
謙「蚊蠅如俗子、正相妒嫉」第二十冊・六七一巻・七
六七八頁。㊽韓偓「不道慘舒無定分、卻憂蚊響又成雷」第二十冊・六八〇巻 七七八九頁。㊾
吳
融「天下有蚊
子、候夜噆人膚」第二十冊・六八七巻・七九〇二頁。㊿韋莊「蚊吟頻到耳、鼠鬥競綠臺」第二十冊・四九六巻・八〇一四頁。
 
 
 
右に示した①～㊿の唐詩における蚊の表現を確認してみた。 詩語としてのフレーズは、 沢山使われていた 「蚊
蚋」（②④⑤⑥⑦⑧⑨⑯⑱㉒㉓㉖㉙㉚㉛㊴㊺）と言えるだろう。この「蚊蚋」は、『大漢和辞典』によると、「ブンゼイ
 
か。蚋も亦蚊。白鳥。〔説文、蚊、段注〕秦晉謂之蚋、楚謂之蚊。〔大戴禮、夏小正〕丹鳥羞白
鳥、丹鳥者謂丹良也、白鳥者、謂蚊蚋也」（一〇四四
八頁）。このように、また蚊のなきごえ、蚊のまつげ、
蚊の微力で重任に耐えない喩の蚊に関わる表現である。十分注意したいことは 白居易（㉘）と元稹（⑲⑳）の詩句には ユニークな「微細」と「細虫」と書いて しかもこのような「細」の字を使ったのは、白居易と元稹の詩句にしかみられない特徴である。
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